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Abstract This paper aims to make the management condition of municipal hospitals time

series, to see the characteristics, then to evaluate the functions that the indicators

obliged to improve management efficiency played a role in improving management

and their relevance.
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	１．はじめに

	　本稿は、自治体病院に焦点を絞り、経営状況を時系列にし、その特徴を見た後、経営効率化のために義務付けられた指標が経営改善に果たした機能や、その妥当性を評価することが目的である。

	赤字が多い自治体病院の経営改善を促すため、総務省は、2007（平成19）年に「公立病院ガイドライン」を示し、自治体病院は2008（平成20）年度中に改革プランを策定することや、3年以内に黒字化を達成すること、5年以内に病院の再編など経営形態の見直しを実現することなどを求めた。経営形態の見直しについては、2007（平成19）年から2014（平成26）年の間に、病院数は957病院から816病院まで減少した。その要因は、統廃合や診療所化及び地方独立行政法人化（2014年度末時点で80病院が導入）である。特に、地方独立行政法人は地方自治体とは別法人が病院経営を行うため、目標管理や実績主義に基づく人事管理、弾力的なファイナンスが可能となり、権限と責任の明確化に資することで経営改善が期待される。また、半数近くの360病院で地方公営企業法の全部適用が行われ、より権限が委譲された病院経営に移行している。

	「公立病院ガイドライン」における経営の効率化では、①経常収支比率、②職員給与費対医業収益比率、③病床利用率の経営3指標を必ず改革プランに数値目標として織り込むように要請しているが、特に経常収支比率は目標値を100％以上にして経常黒字化の達成を求めている。実際、2010（平成22）年度から2012（平成24）年度までの3年間に、診療報酬がややプラス改定されたとは言え、経常収支比率は100％以上に到達し、赤字病院も半数以下に減少したことから、改革プランの策定とその実行が功を奏した。この時期は、自治体病院に経営改善マインドが最も発揮された時と言えるだろう。具体的には、収益を確保するため、地域の診療所と連携して紹介率や逆紹介率を上げることで、「地域医療支援病院」の承認を得ることや、7対1看護の導入などで診療報酬単価を改善するマネジメントを行うことなどが挙げられる。

	しかし、2011（平成23）年度をピークに経常収支比率が下落していき、再び赤字病院も過半数を超えるようになって現在に至っている。

	３．病院改革プランの検証

	この点、医業収益は、入院収益・外来収益・その他医業収益で構成されるが、病床利用率は入院収益に貢献するだけなので限定的であるし、Ａ病院ではそもそも病床利用率と入院収益に関連はなく（図6）、病床利用率を経営効率化の指標として義務化されることは妥当ではない。
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